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より抜粋 

７．PDCAサイクルの確立 

７－１ PDCAサイクル  

まち・ひと・しごと創生を実現するためには、従来の政策の反省の上に立ち、

PDCA サイクルを確立することが必要です。具体的には、まず、効果的な総合戦略

を策定し、着実に実施していくとともに、設定した数値目標等を基に、実施した

施策・事業の効果を検証し、必要に応じて総合戦略を改訂するという一連のプロ

セスを実行していくことになります。 

 

 

７－２ 外部有識者の参画  

総合戦略の効果検証に際しては、その妥当性・客観性を担保するため、行政の

中だけで行うのではなく、幅広い年齢層からなる住民をはじめ、産業界・市町村

や国の関係行政機関・教育機関・金融機関・労働団体・メディア（産官学金労言）

等で構成する推進組織などを活用して、外部有識者等の参画を得ることが重要で

す。 

PDCAサイクル： 

Plan-Do-Check-Actionの略称。  

Plan（計画）、Do（実施）、Check（評価）、Action（改善）の４つの視

点をプロセスの中に取り込むことで、プロセスを不断のサイクルとし、継

続的な改善を推進するマネジメント手法のこと。Plan-Do として効果的な

地方版総合戦略の策定・実施、Check として地方版総合戦略の成果の客観

的な検証、Action として検証結果を踏まえた施策の見直しや地方版総合戦

略の改訂を行うことが求められる。 


